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農と輝の大地―八幡平市
みのり ひかり

広
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交通ルールを
　　　守ろうね
（４月１０日、春の交通安全運動・黄色い羽根街頭配布）



美
し
い
自
然
を
次
世
代
へ

　

市
で
は
、
平
成
22
年
に
制
定
し
た
「
市

環
境
基
本
条
例
」に
基
づ
き
、
24
年
３
月
、

「
八
幡
平
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
の
環
境
施
策
の
指
針

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
市
民
・
事

業
者
・
民
間
団
体
・
行
政
の
協
働
の
も
と

に
、
環
境
の
保
全
と
創
造
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
が
置
か
れ
て
い
る
現
状

　

現
在
、
市
内
に
は
多
く
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
や
歴
史
的
・
文
化
的
環
境
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、水
源
の
森
と
河
川
・

湖
沼
・
名
水
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
へ
負

荷
の
少
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
法
投
棄
な
ど
の
迷
惑
行
為

が
各
所
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

「
農み
の
りと
輝ひ
か
りの
大
地
」
を
目
指
す
本
市
に
は
、

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
、
こ
の
豊
か
な

環
境
を
残
す
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
目
指
す
べ
き
市
の
将
来
像

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
環
境
基
本

計
画
で
は
、『
み
ん
な
で
守
り
育
て
、
次

世
代
に
継
承
す
る　

自
然
豊
か
な
ふ
る
さ

と　

八
幡
平
市
』
を
合
言
葉
に
、
環
境
へ

の
負
荷
が
少
な
い
持
続
可
能
な
社
会
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
望
ま
し
い
環
境
像
を
実
現
す

る
た
め
、
図
１
に
示
し
た
基
本
目
標
を
掲

げ
、
対
象
と
す
る
環
境
の
範
囲
を
定
め
た

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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みんなで守り育て、次世代に継承する　
　　　　　自然豊かなふるさと　八幡平市

１　自然共生型まちづくり
　　　　豊かな自然環境と名水があるまち

５　協働・参加型まちづくり
　　　　　環境保全活動が活発なまち

２　安心・安全な循環型まちづくり
　　　おいしい空気と清流が身近にあるまち

３　快適で活力のあるまちづくり
美しい景観と歴史・文化に育まれた活気のあるまち

４　低炭素型まちづくり
自然エネルギー利用と二酸化炭素吸収に優れたまち

生物環境

水辺環境

大気・騒音・振動

水質、土壌、廃棄物

公園、緑地、景観

歴史的・文化的環境

省エネルギー、森林保全
自然エネルギー

環境保全活動

環境教育

　春の全国交通安全運動・黄色い羽
根街頭配布は、４月10日㈫、市内各
小・中学校で行われました。大更小
では岩鷲護神ハチマンタイラーが、
子どもたちへ「交通ルールを守ろう
ね」と呼びかけました。

事業者の役割
・事業活動での環境
へ配慮した行動
・役割…施策への協
力
・法令の遵守

市民の役割
・日常での環境に配
慮した行動
・役割…施策への協
力
・地域での環境保全
活動

市の役割
・環境に配慮した率
先的な活動
・役割…施策の展開
・市民、事業者への支
援、情報提供

　▶自然共生型まちづくり
　　名水などの水資源調査の継続と水資源の保護
　▶安全・安心な循環型まちづくり
　　環境汚染に関する監視、対策、啓発などの実施
　▶快適で活力のあるまちづくり
　　伝統・工芸・文化と景観資源を融合した滞在型観光の推進
　▶低炭素型まちづくり
　　省エネに関する補助金などの情報提供と省エネ住宅の普及促進
　▶協働・参加型まちづくり
　　環境に関する情報の収集・発進の促進

　▶自然共生型まちづくり
　　外来動植物の駆除や在来種の保護活動への参加
　▶安全・安心な循環型まちづくり
　　排水に配慮した洗剤を適量使用し、廃食油や残飯などは流さない。
　▶快適で活力のあるまちづくり
　　所有地の不要な資材・建物などの整理・撤去
　▶低炭素型まちづくり
　　家電などの買い換え時には、省エネルギーや節水タイプを選ぶ。
　▶協働・参加型まちづくり
　　イベント、講習会、環境保全活動、ボランティア活動への参加

　▶自然共生型まちづくり
　　開発行為での動植物や自然環境に対する影響低減
　▶安全・安心な循環型まちづくり
　　事業活動での公害防止対策の徹底
　▶快適で活力のあるまちづくり
　　敷地内の環境美化と身近な緑の保全
　▶低炭素型まちづくり
　　薪・木材チップなどのバイオマスエネルギーの有効利用
　▶協働・参加型まちづくり
　　従業員に対する環境教育の実施

　

三
位
一
体
で
の
取
り
組
み

　

市
は
、
率
先
し
て
環
境
基
本
計
画
へ
取

り
組
む
と
同
時
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
条

例
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
、
施
策
を
展
開

し
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
市
民
と
事
業
者
の

皆
さ
ま
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
３
者

が
、
図
２
に
示
し
た
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
行
動
に
三
位
一
体
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

33
年
度
を
目
指
し
た
計
画

　

計
画
の
期
間
は
、
２４
年
度
か
ら
33
年
度

ま
で
の
10
年
間
と
定
め
、
計
画
の
目
標
年

度
は
最
終
年
度
の
33
年
度
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
の
進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
の
把
握
と
点

検
を
毎
年
行
い
、
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
27
年
度
に
中
間

検
証
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
を

見
直
し
ま
す
。

　

計
画
の
詳
細
な
ど
は
、
市
役
所
市
民
課

環
境
衛
生
係
（
☎
・
内
線
１
１
２
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身近な環境から始めてみましょう [４月
22日市内クリーン作戦（平舘地内）]

市
環
境
基
本
計
画
を
策
定

図 ２　三位一体での取り組みの主な例

図 １　基本目標と施策の対象とする環境の範囲

今月の表紙
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市議会

■　
足た
る
さ
わ澤　
美み

樹き　
内
科
長

　
　

昭
和
45
年
盛
岡
市
生
ま
れ
。

岩
手
医
科
大
学
医
学
部
卒

　
「
医
療
の
道
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
身
近
な
親
が
医
師

で
、
そ
の
姿
を
見
て
き
た
か
ら
で

す
ね
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
の

は
、
内
科
長
と
し
て
着
任
し
た
足

澤
医
師
。「
よ
い
医
療
を
提
供
す

る
に
は
、
医
師
と
患
者
が
協
力
す

る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
。
日
頃
の

生
活
の
中
で
、
気
に
な
っ
た
体
の

こ
と
を
書
き
留
め
て
お
い
て
も
ら

え
れ
ば
、
相
談
し
や
す
い
環
境
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
優
し

い
口
調
で
語
り
ま
す
。

　
　

信
頼
さ
れ
、
よ
り
よ
い
医
療

を
目
標
に
し
た
い　

と
い
う
抱
負

か
ら
も
、
地
域
医
療
に
か
け
る
意

気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

■　
舘た
て
み
ち道　
芳よ
し
の
り徳　
内
科
医
長

　

昭
和
52
年
矢
巾
町
生
ま
れ
。
山

形
大
学
医
学
部
、
岩
手
医
科
大
学

大
学
院
卒

　　

好
き
な
言
葉
は
、『
一
意
専
心
』。

こ
の
言
葉
に
は
、「
正
し
く
診
察

を
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
医
師
と
し

て
の
責
務
」と
い
う
自
身
の
心
構

え
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　
「
西
根
病
院
は
、
ス
タ
ッ
フ
間

の
連
携
が
と
れ
て
い
て
、
雰
囲
気

が
い
い
。
市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と

重
な
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す

よ
」
と
、語
っ
て
く
れ
た
舘
道
医

師
。西
根
病
院
の
患
者
さ
ん
に
は
、

「
地
域
医
療
に
少
し
で
も
貢
献
し

た
い
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

西
根
病
院
に
新
し
い
医
師
２
人
が
着
任

漆
器
職
人
を
目
指
す
新
研
修
生
が
入
所

　

国
保
西
根
病
院
に
４
月
１
日
か
ら
、
２
人
の
新
し
い
内
科
医

師
が
着
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
西
根
病
院
の
内
科
医
師
は
３

人
態
勢
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
沖
縄
県
名
護

市
職
員
の
兼か
ね
し次
奈な

緒お

子こ

さ
ん
が
、

商
工
観
光
課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

市
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
入
所
式
が
、
４
月
６
日
、
安
代
総

合
支
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
入
所
の
研
修
生
は
、
市
内
大
更
出
身
の
豊と
よ
は
ら原
智と
も
み美
さ
ん
（
36
）

と
名
古
屋
出
身
の
樋ひ
も
と元
や
よ
い
さ
ん
（
36
）。
偶
然
に
も
ま
っ
た
く
同
じ

生
年
月
日
の
２
人
で
す
が
、「
漆
器
を
一
つ
の
道
と
し
て
追
求
し
た
い
」

と
語
る
豊
原
さ
ん
に
対
し
、
樋
元
さ
ん
は
「
漆
器
に
は
も
っ
と
可
能
性
が

あ
る
は
ず
。
日
常
品
へ
の
応
用
を
考
え
、
海
外
へ
の
展
開
を
見
据
え
て
い

き
た
い
」
と
商
業
ベ
ー
ス
で
の
確
立
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
漆
器
職
人
の
伝
統
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、

２
年
間
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

友
好
都
市
の
名
護
市
か
ら
職
員
が
派
遣

　

市
議
会
は
４
月
２５
日
、
第
２
回

臨
時
会
を
市
議
会
議
場
で
開
き
、

議
長
に
瀬
川
健
則
氏
（
65
）
＝
新

生
会
＝
を
再
選
、
副
議
長
に
工
藤

直
道
氏
（
53
）
＝
市
政
ク
ラ
ブ
＝

を
新
た
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
来
、
正
副
議
長
の
任
期
は
４

年
で
す
が
、
３
月
の
市
議
会
議
員

全
員
協
議
会
で
、
常
任
委
員
会
の

任
期
に
合
わ
せ
、
中
間
に
当
た
る

２
年
目
の
終
わ
り
に
評
価
を
受
け

る
と
い
う
申
し
合
わ
せ
に
基
づ

き
、
同
日
、
瀬
川
議
長
と
髙
橋
光

幸
副
議
長
が
辞
職
願
を
提
出
。
こ

れ
に
よ
り
、
正
副
議
長
選
が
、
全

議
員
24
人
に
よ
る
単
記
無
記
名
投

票
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
長
選
は
瀬
川
氏

13
票
、
無
効
11
票
、
副
議
長
選
は
、

工
藤
直
道
氏
13
票
、髙
橋
守
氏（
八

起
会
）
10
票
、
無
効
１
票
と
な
り

ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
は

左
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

以
外
の
委
員
会
の
正
副
委
員
長
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
任
期
が
満
了

す
る
５
月
11
日
以
降
に
決
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

４月６日、入所式に臨む
　  豊原智美さん（左）、樋元
　  やよいさん

各常任委員会などの委員構成
総務常任委員会 　　工藤　直道　　北口　和男　　髙橋　光幸　　大和田順一　　髙橋　　守

　　髙橋喜代春　　大森　力男

教育民生常任委員会 　　米田　定男　　三浦　　侃　　関　善次郎　　小笠原壽男　　伊藤　一彦 
　　田中榮司夫　　工藤　　剛　　渡辺　義光

産業建設常任委員会 　　松浦　博幸　　髙橋　悦郎　　田村　　孝　　小野寺昭一　　古川　津好
　　遠藤　公雄　　渡邊　　正　　立花　安文

※　常任委員会は、審議を効率的に行うために設置されてます。

議会運営委員会 　　工藤　直道　　米田　定男　　関　善次郎　　伊藤　一彦　　髙橋　　守　　田村　　孝
※　議会運営委員会は、議会運営に関わることを審議・決定します。（議長、副議長はオブザーバー）

議会広報特別委員会 　◎髙橋　悦郎　○髙橋喜代春　　小野寺昭一　　古川　津好　　渡辺　義光　　立花　安文
※　議会広報特別委員会は、議会広報の編集を行います。（◎は委員長、○は副委員長）

盛岡地区広域消防組合議会議員 　大和田順一

盛岡北部行政事務組合議会議員 　三浦　　侃　　伊藤　一彦　　田中榮司夫
　遠藤　公雄　　渡辺　義光

岩手県後期高齢者医療広域連合議会議員 　関　善次郎

農業委員（議会推薦） 　渡邊　　正

監査委員（議会選出） 　遠藤　公雄

会派構成（○は代表）
新生会（しんせいかい） ５人 　○田村　　孝　　瀬川　健則　　松浦　博幸　　渡辺　義光　　大森　力男
市政クラブ（しせいくらぶ） ５人 　○工藤　直道　　大和田順一　　田中榮司夫　　工藤　　剛　　立花　安文
八起会（はっきかい） ４人 　○髙橋　　守　　三浦　　侃　　小笠原壽男　　小野寺昭一
自由クラブ（じゆうくらぶ） ３人 　○関　善次郎　　遠藤　公雄　　髙橋喜代春
緑松会（りょくしょうかい） ３人 　○伊藤　一彦　　髙橋　光幸　　古川　津好

無会派 ４人
　　米田　定男（日本共産党）　　髙橋　悦郎（日本共産党）
　　北口　和男（公明党）
　　渡邊　　正

※　会派とは、基本的政策が一致する議員の団体のことをいい、本市議会では原則として３人以上の議員で構成する
　こととしています。

瀬
川
健
則
氏
を
議
長
に
再
選 

工
藤
直
道
氏
が
新
副
議
長
に

瀬川健則　議長工藤直道　副議長

　

こ
れ
は
、
本
市
か
ら
沿
岸
の
２

市
町
へ
職
員
を
３
人
派
遣
し
て
い

る
こ
と
に
伴
い
、
友
好
都
市
で
あ

る
名
護
市
か
ら
、
被
災
地
の
後
方

支
援
と
し
て
配
属
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
配
属
は
、
来
年
３
月
末

ま
で
の
予
定
で
す
。

４月 25 日、市議会議場で開かれた第 2 回臨時会

〝

〝
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各課からのHOT LINE
公平性を確保するため
市税の滞納処分を推進します　●延滞金や公売について詳しくは

　市役所収納課収納整理係（☎・内線1253）

市税の納付は便利な口座振替で！

　市税の納付には、安心・便利・確実な口座振替をお
勧めしています。口座振替を利用すれば、指定した預
貯金口座から各納期の末日に振替納付することがで
き、納め忘れの心配がありません。
◆申し込み方法
　利用する金融機関・ゆうちょ銀行（郵便局）の窓口
に納入通知書・預貯金通帳・通帳印を持参し、申し込
みください。
※　市内の金融機関には口座振替依頼書を用意してい
　ます。市外の金融機関をご利用する場合は、収納課
　へお問い合わせください。

　
市
税
は
貴
重
な
財
源
で	

　
納
期
内
の
納
付
が
基
本

　
市
税
は
、
市
民
が
安
心

し
て
健
康
な
暮
ら
し
を
す
る

た
め
に
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
や
教
育
、道
路
整
備
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る

上
で
、
非
常
に
大
切
な
財
源

で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

期
限
ま
で
に
市
税
を
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
期
限
を
過
ぎ
て

も
納
税
の
義
務
を
果
た
さ
な

い
人
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
期
限
ま
で
に
税
金
を

納
め
な
い
こ
と
を
「
滞
納
」

と
い
い
ま
す
。

　

著
し
く
公
平
性
を
欠
く

　「
滞
納
」が
財
政
を
圧
迫

　

市
税
を
滞
納
す
る
事
は
、

期
限
内
に
納
税
し
て
い
る
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
公

平
性
を
著
し
く
欠
く
事
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
財
政

を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
滞

納
処
分
を
推
進
し
て
い
ま
す

（
右
下
の
表
参
照
）。

　

ま
た
、
市
税
だ
け
で
な

く
、
国
税
、
県
税
で
も
、
納

付
の
お
知
ら
せ
が
届
い
て
、

納
め
な
い
ま
ま
期
限
を
過
ぎ

る
と
、
年
14
・
6
㌫
の
延
滞

金
が
発
生
し
ま
す
。

　
悪
質
と
認
め
る
場
合
は

　
強
制
的
に
差
し
押
さ
え

　

さ
ら
に
、
滞
納
が
悪
質
と

認
め
ら
れ
る
場
合
、
滞
納
者

の
住
居
な
ど
を
強
制
的
に
捜

索
し
て
、
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
に
は
、
裁
判
所
の
許
可

な
し
に
差
し
押
さ
え
る
強
い

権
限
が
あ
り
、
滞
納
者
本
人

が
不
在
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
は

　
公
売
を
実
施
し
て
充
当

　

公
売
と
は
、
滞
納
者
か
ら

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却

す
る
こ
と
で
す
。
売
却
代
金

は
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に

充
当
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
23
年
度

の
公
売
は
、
動
産
2
件
、
不

動
産
12
件
を
実
施
し
、
こ
れ

に
よ
り
、
約
１
６
５
万
円
が

市
税
に
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

　
納
付
が
困
難
な
場
合
は

　
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

　

病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦

し
い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
り
期
限
内
に
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
完
納
に

向
け
て
、
納
付
計
画
の
ご
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
浅
沢
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
（
小
山
田
か
り
ん
隊
長
、

隊
員
13
人
）
が
全
国
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
運
営
指
導
協
議
会

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

浅
沢
地
域
の
児
童
で
構
成

す
る
同
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
昭

和
56
年
に
結
成
。
消
防
演
習

へ
の
参
加
や
夜
回
り
で
の

火
災
予
防
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
今
回
、
全
国
約
５

「
安
代
り
ん
ど
う
」が
育
種
学
会
賞

世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
期
待
高
ま
る

　

国
内
の
需
要
拡
大
だ
け
で
は
な

く
、
平
成
４
年
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
14
年
に
は
チ
リ
で
試
験
栽
培

を
開
始
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
も

始
ま
り
、
世
界
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
活
性
化
の
先
駆
け
と
し
て
、
国

内
外
か
ら
の
注
目
度
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

合
同
育
種
チ
ー
ム
代
表
の
日
影
孝

志
市
花
き
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長

は
、「
生
産
者
と
一
体
で
取
り
組
ん

で
き
た
リ
ン
ド
ウ
の
産
地
化
へ
の
努

力
が
認
め
ら
れ
た
。
今
後
も
世
界
と

の
交
流
を
広
げ
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
学
会
は
、
全
国
の
育
種
研
究
者

ら
２
千
人
で
組
織
さ
れ
、
23
年
度
は

同
チ
ー
ム
を
含
め
２
件
が
学
会
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
花
き
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
と
生

産
者
で
組
織
す
る
一
般
社
団
法
人
安

代
リ
ン
ド
ウ
開
発
の
合
同
育
種
チ
ー

ム
が
、
日
本
育
種
学
会
の
２
０
１
１

（
平
成
23
）
年
度
学
会
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
受
賞
テ
ー
マ
は
、「
高
品

質
『
安
代
り
ん
ど
う
』
ブ
ラ
ン
ド
品

種
群
の
育
成
と
海
外
展
開
」
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
旧
安
代
町
が
設

立
。
水
田
転
作
を
き
っ
か
け
と
し
て

栽
培
が
始
ま
っ
た
リ
ン
ド
ウ
に
つ
い

て
、
独
自
の
品
種
開
発
を
進
め
ま
し

た
。
初
の
登
録
と
な
っ
た
青
紫
色
品

種
「
安
代
の
秋
」
か
ら
11
品
種
を
育

成
し
、
平
成
18
年
に
は
、
全
国
生
産

量
の
約
30
㌫
を
占
め
る
ま
で
と
な

り
、「
安
代
り
ん
ど
う
」
の
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
し
ま
し
た
。

浅
沢
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

火
災
予
防
活
動
全
国
表
彰

千
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
、
優

良
な
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
に
は
、
ク
ラ
ブ

団
員
、
関
係
者
約
20
人
が
、

安
代
総
合
支
所
を
訪
れ
、
田

村
市
長
に
受
賞
を
報
告
。
小

山
田
隊
長
（
安
代
小
５
年
）

は
「
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
の
読
書
を
推
進
す

る
活
動
が
認
め
ら
れ
、
市
立

図
書
館
（
工
藤
昭
二
館
長
）

が
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
は
、
４
月
23
日
、

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
工
藤
館
長
が
出
席
。
今

回
、
全
国
で
表
彰
を
受
け
た

図
書
館
は
４７
館
。
県
内
で
は
、

本
市
の
図
書
館
の
み
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
毎
月

「
新
刊
こ
ど
も
の
本
を
読
む

会
」や「
お
話
会
」を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、「
三
歳
児
図
書

館
ふ
れ
あ
い
事
業
」を
展
開

中
で
す
。
お
子
さ
ま
が
素
敵

な
本
に
出
合
う
た
め
に
も
、

図
書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
立
図
書
館
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
授
与
さ
れ
る

ＮＥＷＳ＆ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

滞納処分までの流れ
　もし、納め忘れていた場合、以下の手
続きがとられます。
❶　督促状送付…納期限までに完納しな
い場合、期限後20日以内に発送

❷　滞納処分…督促状の発行日から10
日経過しても完納しない場合は、財産

　の差し押さえなどを行い、強制的に徴
　収できます。
※　滞納処分の対象となる主な財産…給
　与・賞与、預貯金、売掛金、生命保険、
　農業者戸別所得補償交付金、不動産、
　動産（貴金属・自動車・テレビ・美術
　品など）

上）日影孝志市花き研究開発
　　センター所長（左）と北口
　  輝男安代リンドウ開発事
　　務局長
下）市の花でもあるリンドウ
　　は青紫色の鐘型の花を咲
　　かせます

表彰状を手にする工藤昭二市立図書館長（中央）と職員 市長に受賞を報告する浅沢少年消防クラブ団員と関係者

悪質な滞納者に対しては、市が財産などを差し押さえます
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くす玉を割り本格的な観光シーズンの到来を祝いました

岩澤嘉彦岩手警察署長（右から３人目）から賞賛状を贈られました

楽器を鳴らし、会場が一体となってオペラを楽しみました

お祝いの花束を持つ満100歳の山口六次郎さんと関係者

田村市長と積極的な議論が展開されました

長い冬を越えての開通式
アスピーテライン開通記念イベント

　市と秋田県鹿角市を結ぶ八幡平アスピーテラインの
開通式が４月20日、緑ヶ丘の御在所ゲート前で開催さ
れました。当日は、八幡平の山開きも行われ、登山者
は、待望の春の雪山を楽しんでいました。
　八幡平山頂レストハウスでは、桜と雪の回廊観光
キャンペーンのオープニングセレモニーも開かれ、豚
汁、山葡

ぶ

萄
どう

煎餅が振る舞われました。アスピーテライ
ンは、路面凍結の恐れがあるため、５月下旬ごろまで、
午後５時から翌朝８時半の間は通行止めとなります。

継続した活動認められる
半年間交通死亡事故ゼロを達成

　市は、交通死亡事故ゼロが半年間継続したことから、
４月12日、県警本部（高木紳一郎本部長）から賞賛状
を贈られました。
　伝達式は、市役所で行われ、関係者約10人が出席。
岩手警察署の岩澤嘉彦署長が、「交通安全関係者と市
民の方の尽力があってのもの。皆さんの努力に敬意を
表します」とあいさつし、市長へ賞賛状を手渡しまし
た。市長は、「今後も交通死亡事故ゼロを継続できる
よう取り組んでいきたい」と意欲を示しました。

みんなで長寿を喜び祝う
山口六次郎さん（山道）満 100 歳

　４月23日、山口六次郎さん（山道）の満100歳を祝
う会が、介護老人保健施設希望（のぞみ）で行われま
した。当日は、市から長寿祝い金と花束が贈られたほ
か、希望からもお祝いの品とケーキが手渡されました。
　22日が誕生日の山口さんは、26歳の時、サメさん（故
人）と結婚。農業を営みながら、３人のお子さんを育
てました。長寿の秘けつは、好き嫌いをせず、腹八分
目で食事を終えることだそうです。５月１日現在、市
内には100歳以上の方が19人いらっしゃいます。

　松尾寄木の特別養護老人ホーム富士見荘で、４月23
日、同施設の改装記念演奏会「日本の四季とオペラを
楽しむコンサート」が開かれ、ボランティアの会・陽
だまりの皆さんの協力の下、施設利用者や柏台小５、
６年生ら約180人が歌と音楽を楽しみました。
　イソップ寓

ぐう

話
わ

が原作のオペラ・羊飼いと狼（松井和
彦作曲）では、観客が楽器を鳴らして参加。柏台小の
児童たちは、突然お願いされた校歌斉唱にも元気に応
じ、出演者の皆さんとの合唱を楽しみました。

参加する歌劇は楽しいね
富士見荘改装を記念して演奏会

皆さんからの情報をお寄せください。
☎・内線 １２１３ まで。

市の未来を共に考えよう
市長とのフリートーク

　両沼行政区の住民の皆さんと田村市長とのフリー
トークが、３月25日、両沼公民館で開催されました。
　当日は、同行政区に住む約40人が参加。出席者から
は、大更駅周辺の整備状況や身近な集落内の道路拡幅
についての質問や意見が出されました。それに対し、
市長は、現状や将来の計画などについて説明しまし
た。まちづくりに生かす市長とのフリートークやテー
マトークは、開催希望日の１カ月前までに市長公室秘
書広報係へお申し込みください。

高
い
雪
の
回
廊
が
出
迎
え
る
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン

緊張しながらも立派な返事をしました
（４月 9 日、寺田小学校入学式）

真新しい制服に身を包み、新生活への
期待を膨らませました（４月６日、西
根中学校入学式）

左右をしっかり確認してから渡ろうね
（４月16日、寄木小交通安全教室）

市消防団第 5 分団へ新しい消防自動
車が引き渡されました（３月29日、西
根地区体育館前）

市と地域の懸け橋に・行政連絡員会議
（４月３日、西根地区市民センター）
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新品種で作られた多くの料理に舌鼓を打ちました

顔なじみになった職員が利用者の援助に対応します

安全確認の順番を教わる児童（４月18日、東大更小）

結団式で決意表明する遠藤駿介寺田野球スポーツ少年団主将

市の新しい特産品目指す
山菜まつりで新品種を発表

　八幡平山菜栽培研究会（遠藤光明会長）主催の「品種
名発表会＆山菜まつり」が、３月22日、市友好都市交
流センターで行われました。
　発表会とまつりには、会員など約40人が参加。会員
の遠藤時

とき

彌
や

さん（薬師）が 30年以上にわたり選抜し、
栽培してきたぎょうじゃにんにくは「八幡平行

ぎょう

者
じゃ

」、ま
た、うるいは「八幡平みどり」と命名されました。発
表後は、参加者全員で、昨年品種登録を出願した山菜
などを試食し、特産品化へ意欲を高めました。

柔軟なデイサービス提供
陽だまりの家平舘が開所

　社会福祉法人西根会（遠藤環理事長）は、４月１日、
堀切に小規模多機能型居宅介護事業所「陽だまりの家
平舘」を開所しました。
　同事業所では、デイサービスを中心に「地域でずっ
と楽しい暮らし」を理念として、自宅で継続して生活
出来るよう手助けを行っています。登録定員は25人で、
デイサービス15人、宿泊サービス９人の利用が可能で
す。これまでの生活様式を大切にし、「出来ること」
を支援していくことが施設の特徴となっています。

大切な命は自分で守ろう
市内各小・中学校で交通安全教室

　４月６日から、西根第一中学校を皮切りに、市内小・
中学校で交通安全教室が開かれ、市交通指導隊員が、
子どもたちに交通安全の大切さを教えました。
　小学生は、まだ乗りなれていない自転車にまたがり、
発進前の安全確認を学びました。また、実際の道路に
出て、５、６年生が１、２年生と手をつなぎながら、
横断歩道の渡り方を優しく教える場面もありました。
同教室は５月から６月にかけて、市内の保育所、幼稚
園などでも開かれる予定です。

力を合わせて頑張ります
市スポーツ少年団結団式

　市スポーツ少年団（高橋和夫本部長）の結団式が、
４月21日、20団体230人が参加し、西根地区体育館で
開かれました。全団員が、スポーツを通して自身の健
康な体と心を育てることを誓った後、髙橋本部長から
各少年団に対し、認定証が授与されました。
　団員を代表し、寺田野球スポーツ少年団の遠藤駿介
主将（寺田小６年）が、「これからはリーダーとして
最後まであきらめず、元気に大きな声を出してプレー
したい」と決意表明しました。

活動場所が広くなったね
ポパイの家が旧渋川小へ移転

　市社会福祉協議会（盛内源
もとえ

榮会長）が運営する指定
障害福祉サービス事業所「ポパイの家」は、旧渋川小
学校１階に移転し、４月２日、開所式が行われました。
　移転に伴い、施設内が改修され、トイレなどをバリ
アフリー化。作業室は、以前よりも広くなり、窓から
はたくさんの日光が差し込むようになりました。同事
業所では、企業からの受託作業のほか、これから夏場
へ向かって、農場での野菜選別など、外に出ての活動
も活発に行っていく予定です。

皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

春の始まりを告げる演奏
西根中第１０ 回スプリングコンサート

　西根中学校吹奏楽部による「第10回スプリングコン
サート」が、３月31日、同校体育館で開かれました。
　２月には復興支援として大槌中学校と合同合宿を
行った部員28人が、約200人の来場者に練習の成果を
披露。また、この日は大更小吹奏楽部の演奏や同中学
吹奏楽部の卒業生との合同演奏も行われました。同吹
奏楽部の顧問である中野勝之先生は、「明るく、元気に、
素直に、お客さんと一緒に自分たちも楽しんで演奏で
きるようになってほしい」と期待を込めていました。大勢の来場者に演奏を披露する西根中吹奏楽部の部員

作業場は広く明るくなり、活動がしやすくなりました

安代漆工技術研修センター修了式（３
月26日、安代総合支所）

黄色い羽根を付けて、安全確認を（４
月10日、松野小前）

市交通指導隊員・防犯隊員への辞令交
付式（４月３日、市役所）

市消防団員への辞令交付式（４月10日、
西根地区市民センター）

桜と雪の回廊号・運行開始セレモニー
（４月27 日、松尾八幡平ビジターセン
ター）
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◆児童手当制度が始まりました
　24年４月から、子ども手当制度に代わり児童手
当制度が始まりました。24年４月分からの支給額
に変更はありませんが、６月分から所得制限が導
入されます。
　24年４月以降に出生や転入した方については、
申請手続きが必要です。未手続きの方は、児童福祉
課へお問い合わせください。
　また、支給方法は、これまでと同じく、６・10・２
月の10日に前月までの４カ月分を支給することに
なります。24年６月については、２・３月分の子ど
も手当と４・５月分の児童手当を支給します。
所得制限額（６月分から） 単位：万円
扶養親族の数 所得額 収入額

０人 622.0 833.0
１ 人 666.0 875.6
２ 人 698.0 917.8
３ 人 736.0 960.0

◆
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　

喫
煙
は
、
肺
が
ん
や
心
疾
患
な

ど
に
な
る
危
険
性
を
高
め
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
受
動
喫
煙
」

に
つ
い
て
は
ご
存
じ
で
す
か
？

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
本
人
が
吸

う
「
主
流
煙
」
と
、
た
ば
こ
の
先

か
ら
立
ち
上
る
「
副
流
煙
」
が
あ

り
ま
す
。
煙
に
は
、
が
ん
な
ど
の

病
気
の
原
因
と
な
る
有
害
物
質
が

含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
量
は
主
流

煙
よ
り
副
流
煙
の
ほ
う
が
数
十
倍

も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
副
流
煙
を
自
分
の
意
思
と

は
無
関
係
に
吸
い
込
ん
で
し
ま
う

こ
と
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
。

　

夫
が
た
ば
こ
を
吸
う
妻
は
、
吸

わ
な
い
夫
を
持
つ
人
に
比
べ
、
肺

が
ん
で
死
亡
す
る
率
が
２
倍
も
高

い
と
か
、
妊
娠
中
の
母
親
の
近
く

に
喫
煙
者
が
い
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん

は
胎
内
に
い
る
と
き
か
ら
受
動
喫

煙
の
影
響
を
受
け
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
の
大
切
な
方
の

健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
人
が
煙
を
吸
わ
な
い

よ
う
に
分
煙
す
る
な
ど
、
喫
煙
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。　

　
「
禁
煙
し
た
い
が
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
難
し
い
…
」
と
い
う
方

に
は
、
医
療
機
関
で
禁
煙
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
禁
煙
外
来
」
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

◆
肺
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
が
５

月
下
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

肺
が
ん
は
、
最
近
増
え
て
き
て

い
る
が
ん
で
す
。
で
き
る
だ
け
早

く
見
つ
け
、
治
療
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
の
多

さ
に
加
え
て
高
血
糖
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
を
併
せ
持
つ
状
態
）
に

着
目
し
た
健
診
で
す
。

　

肺
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
の
市

民
、
特
定
健
診
は
40
歳
以
上
の
八

幡
平
市
国
保
の
方
な
ど
が
対
象
で

す
。
対
象
者
に
は
、
受
診
票
、
日

程
表
が
世
帯
ご
と
に
配
布
に
な
り

ま
す
。　

　

自
覚
症
状
な
く
進
行
す
る
生
活

習
慣
病
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
、
受
診
く
だ
さ
い
。

副流煙

主流煙

◆高齢者生活援助サービスの紹介
　市では、高齢者（65 歳以上の方）が安心して
過ごせるまちを目指して各種サービスを提供して
います。今回は、そのいくつかを紹介します。
❶高齢者緊急通報体制等整備事業
　ひとり暮らし高齢者などに対して、急病や災害
などの緊急時にボタン１つで連絡できる緊急通報
装置の貸与を行っています。（所得制限あり）
❷寝具類等洗濯乾燥消毒サービス事業
　寝たきり高齢者な
どが使用する寝具類
を預かり、洗濯・乾
燥・消毒を行い、自
宅に届けるサービス
です。（回数制限あり）
　❶、❷の事業とも
無料で行っています。
　詳しくは、市地域包括支援センター、または担
当ケアマネジャーにご相談ください。

※平成 24 年度（平成 23 年分）所得
※所得制限以上の方の支給額は、児童１人につき一律5,000円です。

▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

　
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
製
造
に
必
要
な
精

密
治
具
や
、
効
率
よ
く
生
産
を
す
る
た
め

の
省
力
化
機
械
器
具
、
精
密
金
型
を
受
注

生
産
し
て
い
る
会
社
で
す
。
創
業
以
来
の

企
業
理
念
「
も
の
作
り
を
も
っ
て
社
会
に

貢
献
す
る
」
を
胸
に
、
新
し
い
課
題
へ
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
と
い
う
工
作
機
械

を
二
台
同
時
並
行
で
操
作
し
て
、
金
属
を

切
削
加
工
す
る
仕
事
で
す
。
一
カ
月
に
数

千
種
類
の
図
面
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

▼
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

　

大
量
生
産
を
す
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
創
意
工
夫
を
し
て
、
精
度
と
工
程

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
達
成
で
き
た
時
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
と
体
調
管
理
、
そ
し
て
安
全
第

一
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

▼
今
後
に
向
け
て
意
気
込
み
を

　

日
本
企
業
の
海
外
生
産
活
動
が
進
む
中

で
、
国
内
企
業
の
技
術
開
発
の
下
支
え
を

し
て
い
る
自
負
が
あ
り
ま
す
。

　

後
に
続
く
後
輩
に
、
品
質
と
価
格
、
そ

し
て
納
期
を
守
る
大
切
さ
を
指
導
し
な
が

ら
、
自
身
の
技
術
力
を
よ
り
一
層
向
上
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

紹介者
　製造課  畠

はたけ
山
やま

　美
よし

一
かず

 さん

保健のひろば
☎・内線1172　市役所健康福祉課

子育てNEWS
☎・内線1154　市役所児童福祉課

介護のココロ
☎・内線1181　市地域包括支援センター

企業人による会社紹介

西根工業㈱

㉘

所在地　大更2-154-15
資本金　1,000万円
代表者　代表取締役　
　　　　　小林　憲一郎
設　立　昭和59年11月
従業員数　44人
電話番号　☎75-1011
事業内容　精密治

じ
具
ぐ

、省力化機
械器具、精密金型の製造
主な取引先　㈱ミクニ、盛岡セ
イコー工業㈱、キヤノン㈱ほか

　
田
頭
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和

58
年
４
月
に
発
足
し
、
24
年
度
で
２９
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　
団
員
は
、
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
19
人
。
雄
大
な
岩
手
山
を
目
の
前
に
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
野
球
の
基
本
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
練
習
だ
け
で

は
な
く
、
キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
を
す
る
な

ど
、
と
て
も
団
員
の
仲
が
よ
い
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
す
。

　
結
果
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
活

動
を
通
し
て
、
体
を
動
か
す
こ
と
や
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
大
切

に
し
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
す
る

新
し
い
団
員
を
募
集
中
で
す
。

■
練
習
日
時

　
毎
週
土
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
１

時
ま
で

■
練
習
場
所

　

田
頭
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
冬
季
間
は

体
育
館
で
練
習
）

　
詳
し
く
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務

局
・
工
藤
和
広（
☎
75
‒
０
５
３
９
）ま
で
。

田
頭
野
球

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

No.２２No.２3

楽しく元気に活動することが団の目標です

基本を大切に練習しています
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（3月届け出分）

5月の行事案内

◆	 トピック展 ｢五月人形｣
　５月５日は
端
たん

午
ご

の節句で
す。武士のよ
うに頼もし
く、健やかに
成長すること
を願って、武
者人形を飾り
ました。本来端午というのは月の初めの午

うま

の日を
いうのですが、五月は悪月とされ、悪鬼を祓

はら

うた
め菖

しょうぶ

蒲を浸し、菖蒲湯をたてたり、家の軒先に蓬
などの薬草を下げたりして、外から邪

じゃ

気
き

が入って
くるのを防ぎました。この菖蒲が「尚武」や「勝
負」と同音であることから、男児の節句と考えら
れるようになりました。
　この展示では、それを表す勇壮な武者人形や土
人形を紹介します。５月中の会期です。

◆　第１回文化財講座「刀剣」
　文化財の正しい見方、扱い方を学ぶ文化財講座
が始まります。第１回は「刀剣」で５月19日㈯午
後１時半から博物館映像学習室で行います。刀剣
の正しい見方・取り扱い方を実習を交えながら教
えてもらいます。
　講師の阿部義貞氏は、三代続く盛岡の刀

かたな

砥
とぎ

師
し

(徹斎 )で、東京九段の砥師、藤代福太郎の流れ（藤
代流）を引き継いでいるそうです。受講希望され
る方は５月18日㈮までに直接、博物館に申し込み
ください。　　　　　　

◆	 糠
ぬか
部
のぶ
33観音霊場巡り参加者募集について

　５月25日㈮から５回にわたり、糠部地方 ( 岩手
県北～青森県南 ) の観音巡りを行いますが、その
参加者を募集しています。定員20人です。直接、
博物館に申し込みください。

節句びな（盛岡市御蔵管理委員会蔵）

　「千の風になっ
て」の訳詞・作曲
で知られる新井満
さんの講演会を開
催します。新井さ
んは「組曲石川啄
木」を発表するな
ど、啄木に造詣の
深い方です。また、
陸前高田市の「奇
跡の一本松」を題

材に、写真詩集『希望の木』を昨年刊行されました。
　八幡平市は、啄木の父・一禎の出身地であるこ
とから、石川啄木記念館学芸員・山本玲子さん（八
幡平市在住）の協力を得て、当講演会が実現しま
した。お誘いあわせの上、参加ください。

▶日時　　６月３日㈰午後２時から
▶場所　　西根地区市民センター大ホール
▶内容　　①講演　「『一握の砂』と希望の木」
　　　　　　　　　新井満さん
　　　　　②対談　「啄木と父・一禎と故郷」
　　　　　　　　　新井満さんと山本玲子さん
▶定員　　300 人
▶入場　　無料（入場整理券が必要です。整理券
　　　　は、５月７日㈪から市立図書館で配布し
　　　　ています。なくなり次第、終了します。
▶主催　　啄木の父・一禎の故郷を元気にする実
　　　　行委員会、事務局＝市立図書館

■■■　新着図書紹介　■■■
■書名 ■著者
コミックいわて２ 岩手県
下山の思想 五木　寛之
伝える力２ 池上　彰

「千の風になって」の訳詞
新
あら

井
い

満
まん

さん講演会を開催

啄木と父・一禎についての対談も実施

講演いただく新井満さん

№ 80

広報クイズ
5 月 10 日号の問題

市の環境基本計画
最終目標年度は？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。　　　　　　　　
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ75-0469　
　☆メールkoushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　5月30日㈬　消印有効
◎第79回の正解　「183億2,100万円」　◎応募者数　17人　◎正解者数　17人　
◎当選者　久世創介さん（柏台）、高橋ひさよさん（柏台）、遠藤一枝さん（西根寺田）　

(太字は男の子)
髙橋　翔

う
汰
た
（圭貴・沙織／上野駄）

百目木　理
り

沙
さ
（崇史・春歌／下町一区）

中村　美
み

月
づき
（渉・真紀子／東）

畠山　希
き

乃
の
（光春・路子／中松尾）

松村　光
みつ
樹
き
（利紀・朋子／下町三区）

　
　三浦　千生　／下町三区
　椛木　翠　　／滝沢村
　齋藤　秀徳　／荒屋新町
　畠山　智佳子／笹目
　高橋　誠　　／両沼
　千葉　未来　／一関市
　竹田　真也　／北村
　工藤　わかな／町組
　遠藤　慎也　／間羽松
　立花　綾華　／豊畑
　阿部　光　　／滝沢村
　髙橋　寿子　／両沼

　伊藤　元太　／薬師
　中村　恵利　／岩手町

藤原　喜左エ門　80歳　間羽松
松澤　努　　　55歳　小福田
山本　ノブ　　84歳　舘沢
関　久夫　　　74歳　豊畑
井上　一男　　67際　大石平
畑　耕一　　　77歳　畑
工藤　一郎　　79歳　間羽松
勝又　ミヨシ　87歳　中松尾
池本　澄　　　91歳　浅沢第２
𠮷田　啓悦　　61歳　寄木新田
佐々木　マセ　86歳　駅前一区
工藤　七太郎　93歳　間羽松
林下　ミチ子　85歳　上町
八幡　政男　　71歳　石名坂
髙橋　マツエ　88歳　寄木新田
髙橋　喜代治　83歳　中村
工藤　カオル　75歳　町組

立花　ヨシ　　92歳　両沼
小野寺　キミ　88歳　上関
小山田　ミサ　80歳　五日市２区
中村　ミツ　　91歳　荒木田
佐々木　孝光　83歳　渋川
木村　好治　　53歳　新町中央
高村　勇　　　97歳　杉沢
田村　　太郎　87歳　両沼
小山田　ハル　93歳　浅沢第１
八⻆　キサ　　73歳　駅前二区
遠 　ユリ子　81歳　寺田
田村　三郎　　86歳　笹目
渡辺　長八　　81歳　駅前二区
小山田　榮作　90歳　浅沢第２
遠藤　信一　　51歳　松川
八幡　きよ　　91歳　秋葉

健やかに

お幸せに

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した

場合だけ載せています。（敬称略）

（
（
（

（
（
（

（

■人口の動き【３月３１日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計
地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 17,178（－47） 6,101（

＋

５）
松尾地区 6,385（－15） 2,357（

＋

４）
安代地区 5,141（－28） 1,893（－５）
合　　計 28,704（－90） 10,351（

＋

４）
男　　性 13,860（－36）
女　　性 14,844（－54）

出生　　　６　　　死亡　　３２
転入　102　　　転出　166

項　　目 ３月 累 計
人身事故 ３ １１
物損事故 ６９ １７１
負 傷 者 ７ １６
死 者 0 ０
飲酒運転 １ ２
火 災 ３ ７
救 急 １１５ ３３２
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小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14:30~15:00
■体育協会本部=トレーニン
グ室講習日　９:３０~１１:３０（市
総合運動公園体育館）
■県高総体＝サッカー競技
~２７日（安比高原スポーツ
パークほか）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、　
12：30~13:30（西根地区市民
センター）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10:00~11:30
■県高総体=アーチェリー
競技（松尾陸上競技場）、サッ
カー競技　~４日（安比高原
スポーツパークほか）

■市役所閉庁日
■新井満さん講演会

「『一握の砂』と希望の木」
１４:００~16：30（西根地区市民
センター）
■寺田公民館＝自然を歩こう
①　８:４０~（七時雨山）
■体育協会本部=市民卓球大
会　８:４５~（総合運動公園体
育館）
■商工観光課=七時雨山山開
き　１０:００~１０:３０（七時雨山
西根寺田登山口）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■図書館＝短歌を楽しむ会　
13:00~15:30、おはなしのじ
かん　14:30~15:00
■平舘公民館=なんでも道
場　開講式・オムライスを作
ろう　9:30~12:00（平舘公民
館）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、　
12：30~13:30（松尾地区公民
館）
■体育協会本部=トレーニ
ング室講習日　９:３０~１１:３０
（総合運動公園体育館）、旧
岩手郡親睦卓球大会
９:００～（同）

小児救急病院
（こども）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■体育協会本部=トレーニ
ング室講習日　９:３０~１１:３０
（総合運動公園体育館）

■市役所閉庁日

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14:30~15:00
■体育協会松尾=東北高校相
撲選手権大会　~２４日（松尾
総合運動公園相撲場）
■岩手県民体育大会=ラグ
ビー競技　~２４日（上寄木グ
ラウンド）

■市役所閉庁日

毎
週
火
曜
日
午
後
9
時
54
分
か
ら
、
テ
レ
ビ
岩
手
で
八
幡
平
市
情
報
発
信
番
組
「
は
ち
ま
ん
た
い
む
っ
」
を
放
送
中
。

休日救急当番医（昼休み時間を除く）
当 番 日 病 院 名 電 話 番 号

５月２7日㈰
（市　内）東八幡平病院 ７8-2511
（鹿角市）笹村整形外科 ０１８６-30-0035

６月３日㈰
（市　内）西根病院 ７6-31１１
（鹿角市）鹿角中央病院 ０１８６-23-4131

６月10日㈰
（市　内）森整形外科 ７6-２318
（鹿角市）本田医院 ０１８６-35-3002

６月17日㈰
（市　内）吉田内科呼吸器科医院 ７0-1100
（鹿角市）大湯リハビリ病院 ０１８６-37-3511

６月24日㈰
（市　内）平舘クリニック ７４-３１２０
（鹿角市）長橋医院 ０１８６-23-7612

小児救急入院受入当番病院
病 院 名 電 話 番 号 当 番 日
岩手県立中央病院（中央） ０１９-６５３-１１５１

カレンダー内の
日付右側に毎日
掲載しています

岩手医科大学付属病院（医大） ０１９-６５１-５１１1
盛岡赤十字病院（日赤） ０１９-６３７-３１１１
もりおかこども病院（こども） 0１９-６６２-５６５6
川久保病院（川久保） ０１９-６３５-１３０５
◆平日・土曜日の夜間の小児救急受診先
　１９：００～２３：００ →盛岡市夜間急患診療所（☎ ０１９-６５４-１０８０）
　上記の時間以外→小児救急入院受入当番病院
◆日曜日・祝日の小児救急受診先
　 ９：００～１７：００ →休日救急当番医
　１９：００～２３：００ →盛岡市夜間急患診療所（☎ ０１９-６５４-１０８０）
　上記の時間以外→小児救急入院受入当番病院

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西 根 病 院（☎ ７６-３１１１）

呼　吸　器 第１月曜日　１４:００～
腎　　　臓 第３月曜日　１４:００～
血　　　液 第３水曜日　１４:００～
神　　　経 第３木曜日　１４:００～
糖　尿　病※ 毎週火曜日　午前中
循　環　器※ 第２水曜日　１３:３０～

安代診療所（☎ ７２-３１１５） 外　　　科 毎週木曜日　午前中
※�糖尿病、循環器は内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約

受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前確認願います。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

定期健康相談    ５月２3日㈬
９:３０～１０:30 平舘公民館 健康福祉課

（☎・内線 １１74）

悪質商法トラブル・多
重債務相談（要予約）

   ６月12日㈫
１３：００～１6：００ 西根地区市民センター 市民課

（☎・内線１１２１ ）

暮らしとお金の
安心相談会（要予約）

   ５月１8日㈮ 10：00~15：00 西根地区市民センター
   ６月１５日㈮ 10：00~15：00 安代若者センター

市民課
（☎・内線１１２1 ）

人権相談
（人権擁護委員の日）

   ６月１日㈮
   9:00~12:00

西根地区市民センター、松尾
総合支所、安代若者センター

市民課
（☎・内線１１31 ）

年金相談（要予約）    ６月21日㈭
１０：００～１５：３０ 西根地区市民センター 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

福祉の仕事
定期出張相談

　６月２１日㈭
　１３：３０~１５：３０ 西根地区市民センター 商工観光課

（☎・内線１263 ）

行政相談
９：３０～１２：００

６月18日㈪ 松尾総合支所 （松尾地域振興課☎・内線２１０７ ）
６月２０日㈬ 西根地区市民センター （総務課☎・内線１２２３ ）
６月２0日㈬ 安代総合支所 （安代地域振興課☎・内線３１２３ ）
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小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、　
12：30~13:30（寺田公民館）
■図書館＝昭和史を学ぶ会　
13:30~15:30

■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、　
12：30~13:30（西根地区市民
センター）
■舘市公民館＝女性教室
料理講座「塩麹（しおこう
じ）」について学びましょう　
10:00~14:00
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日
１７:１５~１９:００（市民課ほか）
■健康福祉課＝もうすぐパ
パママ教室　受付 9:15~9:30
（田頭公民館）
■春季東北地区高校野球岩
手県大会　～28 日（市総合
運動公園野球場ほか）

■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、
12：30~13:30（安代地区保健
センター）、親子教室　受付
9:40~9:55（西根地区市民セ
ンター）
■寺田公民館＝幼児映画会　
１０:００~（寺田保育所）、子ど
も映画会　１５:２０~（寺田公
民館）
■県高総体 =ラグビー競技
～２７日（上寄木グラウンド）

■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、　
12：30~13:30（安代保健セン
ター）
■安代地区公民館＝「美術
館へ行こう！」　9：00～
16：00（県立美術館）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（舘市公民館）
■田山公民館=女性教室料理
講座「塩麹」について学びま
しょう　10:00~14:00
■松尾地区保育所＝保育所
で遊ぼう会　10:00～11:00
（松野保育所、寄木保育所、
柏台保育所）

■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（田山体育館）
■松尾地区公民館=「簡単！
パン作り」　１０:００~１２:００
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日
１７:１５~１９:００（市民課ほか）
■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（田山体育館）

■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（田山体育館）

■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（浅沢公民館）
■図書館休館日

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（五日市公民館）

■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（細野活性化センター）
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日
１７:１５~１９:００（市民課ほか）　
■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（畑公民館）
■松尾地区公民館＝移動図
書　受付１２:３０~１５:０5
■田頭公民館=子ども映画
会　１５:４５~１６:４５（平笠学童
保育クラブ）

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（安代地区体育館）
■松尾地区公民館＝移動図
書　受付１２:３０~１５:０5
■田頭公民館=子ども映画
会　１５:３０~１６:３０（田頭学童
保育クラブ）

■健康福祉課＝胃がん・大腸
がん・肺がん検診、特定・長寿
健診など　受付6:30~9:00
（安代地区体育館）
■図書館＝あみぐるみ教室　
10:00~15:00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、　
12：30~13:30（松尾公民館）

■健康福祉課＝子宮がん乳が
ん検診　受付 9:00~10:00、
12：30~13:30（柏台地区セ
ンター）、乳児健診　受付
13:00~13:15（西根地区市民
センター）
■安代地区公民館=移動図書　
１３:００~１５:３０（荒沢地区）
■田頭公民館=園芸教室　
１０:００~11：30（サラダファー
ム・平笠）
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日
１７:１５~１９:００（市民課ほか）
■健康福祉課＝1歳6か月児
健診　受付9:00~9:15（西根
地区市民センター）、全血献
血　9:30~11:00(八幡平市役
所)、12:15~13:30(アステラ
スファーマテック㈱西根工
場)、15:30~16:30(ショッピ
ングプラザくどう平舘店)
■寺田公民館＝自然を歩こう
②　階上岳（時間未定）
■安代地区公民館=移動図
書　１2:００~１５:4０（田山地区）

■健康福祉課＝乳幼児健
康相談・離乳食講習　受付
9:30~9:50（安代保健セン
ター）
■寺田公民館＝茶道教室　
15：30~17：00（寺田公民館）

■田山公民館＝女性教室料
理講座「発酵食品を使って」　
10:00~15:00

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■図書館＝昭和史を学ぶ会　
13:30~15:30

■健康福祉課＝子宮がん乳
がん検診　受付9:00~10:00、　
12：30~13:30（田頭公民館）、　
1 歳児検診　受付13:00~13:15
（西根地区市民センター）
■舘市公民館＝田山・舘市
地区高齢者教室　パークゴ
ル フ 交 流 会　10:00~12:00
（旧舘市小学校校庭）
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日
１７:１５~１９:００（市民課ほか）
■健康福祉課＝ 3 歳児検診　
受付 9:00~9:15（西根地区
市民センター）
■図書館＝読書マラソン受付
開始

■広報はちまんたい発行日
■図書館＝本のクリニック講
習会（上級者向け）　１０:００~
１５:００
■舘市公民館 = 女性教室料
理講座「発酵食品を使って」　
10:00~15:00
■田頭公民館=曙大学 開講
式　１０:００~１４:００（田頭公民
館）

■健康福祉課＝親子教室　受
付 9:40~9:55（西根地区市
民センター）
■体育協会安代 = 八幡平市
パークゴルフ大会　９:００~
（安比高原パークゴルフ
場）、トレーニング室講習日　
１８:３０~２０:３０（総合運動公園
体育館）

エ
フ
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ム
岩
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で
、
毎
週
火
曜
日
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午
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り
放
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中
の
ふ
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さ
と
元
気
隊
「
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Y 

八
幡
平
」
で
は
、
新
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ー
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ー
が
始
ま
り
ま
し
た
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今月の納期（納期限５月３１日）　固定資産税（第１期）•軽自動車税
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

６月３日から９日は 
危険物安全週間です

　６月３日㈰から９日㈯までの１
週間は「危険物　めざせ完封　ゼ
ロ災害」を統一標語に、全国一斉
に危険物安全週間が実施されます。
　事業所や一般家庭においても、
危険物の事故防止に努めましょう。
　詳しくは、八幡平消防署（☎76-
2119）または松尾出張所（☎74-
2119）、安代出張所（☎72-2119）まで。

狂犬病の予防注射 
必ず受けましょう

　狂犬病は、発症すると治療の手
立てがなく、海外では多くの死者
が出ています。日本では、飼い犬
の一生に一度の登録と、年に一度
の予防注射が義務付けられていま
す。市内を巡回して予防注射を行
いますので、家族と愛犬を守るた
めにも、必ず実施してください。
　登録済みの場合は、予防注射の
ハガキを持参ください。未登録の
場合は、会場での登録も可能です。
　詳しくは、広報と併せて配布に
なっているチラシをご覧ください。
　お問い合わせは、市役所市民課
環境衛生係（☎・内線1125）まで。

介護に関する映画の 
上映会を開催します

　ＮＰＯ法人「里・つむぎ八幡平」
では、介護に関するドキュメンタ
リー映画「ただいま　それぞれの
居場所」の上映会を開催します。
　当日は、大宮浩一監督が来場し、
上映会終了後、福祉関係者を交え
てのパネルディスカッションを予
定しています。
■日時　６月９日㈯　午後２時
■入場料　500円(高校生以下無料）
■場所　西根地区市民センター
■後援　財団法人みちのく愛隣協
会、社会福祉法人みちのく協会、
社会福祉法人西根会
　詳しくはNPO法人「里・つむ
ぎ八幡平」（☎76-4424）まで。

自死遺族のために 
「わかちあいの会」

　大切な家族を自死で亡くされた
方の電話相談や、同じ境遇の方と
思いを分かち合う会を開催してい
ます。参加費は無料です。
■電話相談　☎019-629-9617
月曜日から金曜日、午前９時から
午後４時半まで受付（祝日除く。）
■自死遺族交流会「こころサロン」
▷開催日　原則毎月第２月曜日
（開催日２日前までに申し込み）
▷時間　午後１時半から３時１０分
▷場所　県民交流情報センター
　申し込みは、精神保健福祉セン
ター（☎019-629-9617）まで。
■自死遺族「わかちあいの会」
▷開催日時　５月22日㈫、6月
19日㈫、７月24日㈫、８月21日㈫、
９月18日㈫　（開催日前日までに
申し込み）　午後５時半から７時
▷場所　ソーシャルサポートセン
ターもりおか（盛岡市本町通）
　申し込みは、ソーシャルサポー
トセンターもりおか（☎019-652-
8221）まで。

サンコーソーイング 
従業員を募集中です

　㈱サンコーソーイング西根工場
では、従業員を募集します。
■職種・人数　❶自動車シート縫
製・5名前後、❷羽毛ふとんの充
填、梱包・10名前後
■期間　❶1年契約（更新あり）、
❷ 7月から 12月
■雇用条件　40歳未満、未経験可
　詳しくは㈱サンコーソーイング
西根工場（☎76-3300）まで。

ふるさとCM大賞に 
応募してみませんか

　「ふるさとCM大賞」が ２ 年 ぶ
りに開催されます。地域の魅力
をPRする絶好の機会ですので、
奮ってご応募ください。
　詳しくは、市役所市長公室秘書
広報係（☎・内線1213）まで。

ゆとりを持って 
安全な農作業を

　春の農繁期は、トラクターに関
する事故が1年で最も多くなる季
節です。次の点を心がけ、安全な
農作業に努めましょう。
❶農作業機械の横転・転落事故か
ら体を守るため、トラクターには
安全フレームを装着する。
❷運転者はシートベルトを締め、
慎重な運転を心がける。
❸ゆとりある計画的な作業をする。
❹1人での作業を避け、家族に作
業場所と帰宅時間を知らせる。
❺機械付近で子どもを遊ばせない。
　詳しくは、市役所農政課農政係
（☎・内線1274）まで。

恒例の八幡平市民号 
参加者を募集します

　ＪＲ大更駅、びゅうプラザ盛岡
団体旅行センターでは、第7回八
幡平市民号を開催します。今回の
市民号では、貸し切りバスで山形
県を訪れ、最上川舟下りやさくら
んぼ狩りなどを楽しみます。
■期日　６月28日㈭、29日㈮
■主な観光先　最上川芭蕉ライ
ン舟下り、山居倉庫・旧鐙

あぶみ

屋（酒田
市）、さくらんぼ狩り（寒河江市）
■宿泊　あつみ温泉萬国屋
■旅行代金　大人１人29,800円
■定員　45人（最少催行30人）
　申し込みなど詳しくは、びゅう
プラザ盛岡団体旅行センター（☎
019-624-4112）まで。

心身ともに健康に！ 
ヨガの講演会を開催

　市芸術文化協会松尾支部では、
講演会「ヨガについてのお話と実
技」を開催します。マットまたは
バスタオルをご持参ください。
■開催日　６月１０日㈰
■時間　午後２時から３時半まで
■場所　松尾地区公民館
　詳しくは、市芸術文化協会松尾
支部事務局（☎76-4655田村）まで。

地上デジタルチューナー 
無償給付申請期間を延長

　市では、４月から実施している
地上デジタル放送用チューナーの
無償給付事業の申請期間を延長し
ます。既にデジタルテレビを購入
した人でも申請可能です。
■給付対象者
　１月1日現在、市内に住所があ
り、次のいずれかに該当する世帯
❶家族全員が65歳以上
❷家族の誰かが要介護認定（要介
護１～５）を受けている。
❸家族の誰かが「身体障害者手帳」
「療育手帳」「精神障害者保健福祉
手帳」のいずれかを持っている。
■給付の内容　地デジ簡易チュー
ナー１台を給付（1世帯１台限り）
■申請期間　5月31日㈭まで
■申請先　市役所総務課、各総合
支所地域振興課
■必要なもの　❶認め印、❷該当
する各要件の手帳等、❸運転免許
証など（代理人が申請する場合）
　詳しくは、市役所総務課地域情
報係（☎・内線1127）まで。

岩手駐屯地創立55周年 
記念行事が開かれます

　陸上自衛隊岩手駐屯地では、創
立55周年記念行事を開催します。
■日時　６月10日㈰　午前８時半
から午後３時まで（雨天決行）
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地
■内容　体験搭乗、音楽演奏など
　詳しくは、陸上自衛隊岩手駐屯
地司令業務室（☎019-688-4311）
まで。

ツキノワグマに 
注意しましょう

　市内の山には、たくさんのクマ
が生息しています。
　毎年、山沿いの農地などで農作
物への被害や人身被害が発生して
います。山に入る人は、次の点を
注意してください。
■入山時や農作業時に注意してほ
しいこと
❶クマは臆病な動物で、山中や農
地などで出合うと、驚いて襲って
くる場合があります。こうした人
身被害を防ぐために、笛、鈴、ラ
ジオなどで人間の存在を知らせま
しょう。やぶや茂みを減らすのも
クマ対策のひとつです。
❷山などで子グマを見かけても絶
対に近づいてはいけません。付近
に親グマがいる場合がほとんどで、
とても危険です。
❸家庭から出される生ゴミや廃棄
農作物は、クマにとって魅力的な
食べ物です。処分する際は、地中
深く埋めるなど、適切に処理しま
しょう。
❹あなたの畑にクマが潜んでいる
かもしれません。特に早朝や夕方
などの農作業時には、十分に注意
しましょう。
❺クマによるデントコーン被害対
策として「電気牧柵」の設置が大
変有効です。鳥獣害防止目的とし
た設置に対し、補助がありますので、
設置をお考えの方は、ご相談くだ
さい。
　詳しくは、安代総合支所土木林
業課林業係（☎・内線3141）まで。
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モイワラン（藻岩蘭）
　筆者は、いわてレッドデータブック対象種検討のための野外調査中(1998年)、安代地区でハル
ニレの根元で鮮やかな紅紫色の花をつけている植物と出会いました。図鑑等で検索した結果、き
わめてふつうに見かけるラン科サイハイラン( 地方名・ハックリ) の葉が無い特殊型のモイワラ
ンと同定しましたが、県内初の生育確認でした。モイワは、札幌市近郊の藻岩山にちなみます。
　ところが1999年国立科学博物館の遊川知久氏が、「菌寄生に強くシフトした生活史を展開し、
まったくふつう葉を生じないこと」等を特徴として挙げ、日本産寄生ラン科の新種、モイワラン
を発表しました。サイハイランの葉が無い特殊型とされていたものが、新種として登録されたこ
とになります。和名はそのままで、学名は発表者によりCremastra aphylla Yukawa( 星形の
花が下向きに咲く、無葉の、命名者) と命名されました。安代地区のモイワランもこの新種と同
じものです。菌寄生については、タモギタケとのかかわりの可能性が強いと言われています。
　サイハイランとモイワランは同じ頃(5,6月) 花が咲きますが、葉以外の外見上の違いは、モイ
ワランは茎、花ともに鮮やかな紅紫色で、特に茎に透明感があることです。分布は北海道、本州
( 青森県、岩手県、長野県)、四国で、青森、岩手の両県では絶滅危惧種に指定されています。

（文・八幡平市文化財保護審議会委員　八幡輝夫）

≪参考文献≫　原色日本のラン　(前川文夫著、1971年・誠文堂新光社)
　　　　　　　日本の野生植物Ⅰ　(佐竹義輔他著、1982年・平凡社)
　　　　　　　筑波実験植物園:研究年報―日本産菌寄生ランの新種、モイワラン(Cremastra  aphylla)―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(遊川知久著、1999年・筑波実験植物園Web.)
　　　　　　　いわてレッドデータブック－岩手県の貴重な野生生物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(岩手県環境生活保健部自然保護課編、2001年・岩手県)
　　　　　　　青森県の希少な野生生物―青森県レッドデータブック(2010年改訂版)　(2010年・青森県)
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裕
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
５
０
号
か
ら
の

担
当
と
い
う
の
も
何
か
の
縁
で
す

の
で
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
取
材
先
で
見
か
け
た
際

に
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
々
木
）

この広報は森林認証された
紙を使用しています。


